Women and Men FactSheet 2018 を読む（1） by 岡部 正義
Women and Men FactSheet 2018 を読む（1）
著者 岡部 正義
権利 Copyrights 日本貿易振興機構（ジェトロ）アジア
経済研究所 / Institute of Developing
Economies, Japan External Trade Organization
(IDE-JETRO) http://www.ide.go.jp










Women and Men FactSheet 2018 を読む（1） 
岡部 正義 Masayoshi Okabe 
2018 年 4 月 
フ ィ リ ピ ン 国 家 統 計 局 （ PSA: Philippine 
Statistics Authority）から 2018 年 3 月、Women and 













































































表 1 グローバル・ジェンダー・ギャップ指数上位 10 カ国（2014-17 年） 
順位 
2014 2015 2016 2017 
国名 点数 国名 点数 国名 点数 国名 点数 
1 アイスランド 0.859 アイスランド 0.881 アイスランド 0.874 アイスランド 0.878 
2 フィンランド 0.845 ノルウェー 0.850 フィンランド 0.845 ノルウェー 0.830 
3 ノルウェー 0.837 フィンランド 0.850 ノルウェー 0.842 フィンランド 0.823 
4 スウェーデン 0.817 スウェーデン 0.823 スウェーデン 0.815 ルワンダ 0.822 
5 デンマーク 0.803 アイルランド 0.807 ルワンダ 0.800 スウェーデン 0.816 
6 ニカラグア 0.789 ルワンダ 0.794 アイルランド 0.797 ニカラグア 0.814 
7 ルワンダ 0.785 フィリピン 0.790 フィリピン 0.786 スロベニア 0.805 
8 アイルランド 0.785 スイス 0.785 スロベニア 0.786 アイルランド 0.794 
9 フィリピン 0.781 スロベニア 0.784 ニュージーランド 0.781 ニュージーランド 0.791 
10 ベルギー 0.781 ニュージーランド 0.782 ニカラグア 0.780 フィリピン 0.790 























グは 2017 年で 114 位（スコア 0.657、144 カ国中）、
2016 年で 111 位（スコア 0.660、144 カ国中）、2015
年で 107 位（スコア 0.670、145 カ国中）、2014 年
で 104 位（スコア 0.658、142 カ国中）といずれも
下位にランクしている。さらに順位だけでなくス



























































る。例えば、同じ FS でも、前年の FS2017 では、
高等教育在学者数は女性 2,266,419 人、男性
1,838,422 人であり、さらに前年の FS2016 でも、
































表 2  FactSheet 2018 にみる教育指標 
指標 女性 男性 
機能的識字率 (%) 10-64 歳(a 92.0 88.7 
基礎的識字率 (%) 10-64 歳(a 97.0 96.1 
最終学歴 (%) 6 歳以上(b   
無教育 4.2 4.6 
初等教育非修了 20.5 24.9 
初等教育修了 10.9 11.4 
中等教育非修了 14.7 15.5 
中等教育修了(f 23.2 22.1 
中等教育後教育 3.6 3.1 
高等教育 22.7 18.4 
最も多い専攻(c 情報技術 経営学とその関連分野 
高等教育在学者数(c 1,596,629 1,992,855 
技術教育訓練の最も人気の分野(d 観光・ホテル学 社会・地域開発 
技術教育訓練課程卒業者数(d 1,020,705 890,204 
技術教育訓練修了証明書保持者数(e 741,044 657,736 
注：下線を引いた数字は両性の数値を比べて、数字が大きいことを指している。原データは、a = FLEMSS 
(Functional Literacy, Education, Mass Media Survey) 2013、b= LFS (Labor Force Survey) 2017、c = CHED 
(Commission on Higher Education) 2016-2017、d = TESDA (Technical Education and Skills Development 
Authority) 2017、e = TESDA 2016。また f の数値には新旧両カリキュラムの中等教育修了者を含む。 

















表 3  FactSheet 2018 にみる経済指標 
各種指標 女性 男性 
労働市場参加率 (%)(a 46.2 76.2 
失業率 (%)(a 5.2 6.0 
アンペイド・ワーク比率 (%)(a 9.4 4.0 
世帯主の性別による平均年収額 (千ペソ)(b 284 262 
世帯主の性別による平均年間支出額 (千ペソ)(b 226 211 
世帯主の性別による平均貯蓄額 (千ペソ)(b 58 50 
世帯主の性別による貧困世帯割合 (%)(c 10.4 18.3 
貧困女性比率 (%)(c 22.5  
最も典型的に雇用されている産業分野(d 販売業、修理業 農林水産業 
OFW として働く人数 (千人) (d 1,200 1,040 
最も多くの OFW をかかえる年齢層(歳)(d 25-29 45 以上 
最も多くの OFW が行く国名(d アラブ首長国連邦 サウジアラビア 
OFW による送金額 (百万ペソ) (d, (e 78,086 124,831 
一人当たり OFW による平均送金額 (千ペソ) (d, (e 71 132 
注：原データは、a = LFS (Labor Force Survey) 2017、b = FIES (Family Income and Expenditure Survey) 2015、 c = PSA 
2015、d = SOF (Survey on Overseas Filipinos) 2016、また e の数値は年額。 





































Tiongco, 2013: Table 1.2）。この分析アプローチは、
賃金労働に従事し、いくら稼いでいるか、という












































いる。OFW として働く人数はすでに女性 120 万人、
と男性の 104 万人を超えている。しかも、FS2018 か









feminization of overseas work）が更に進みつつあ




























図 1 OFW の男女別人数の動向（2012–18 年） 
 































































































彼ら・彼女らを OFW へと駆り立てる。表 3 によ
ると、FS2018 の報告内容では、女性の OFW の最
も多い年齢層は 25-29 歳なのに対して、男性は 45
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